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擁壁 模型実験 アルミ棒積層体  
 
1. はじめに 
背面梁付きの擁壁（図 1）は，背面梁部分と梁中間部で

の地震時の地盤挙動が異なることが予測される。そこで，

本研究では，背面梁部と梁中間部をそれぞれ模擬した擁

壁試験体に対して，アルミ棒積層体を用いた地震時主働

崩壊形状観察試験を実施し，地盤挙動を検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2. 昨年度実験の結果 4)と補足試験 
 図 2 に示す背面梁部を想定した擁壁試験体（アルミ

製）と，アルミ棒試験体を用いた模型実験を実施した。

実験ステージを傾斜させて地震時の水平力を模擬し，擁

壁を平行移動させて模型地盤の挙動を観察したところ，

図 3 に示すような背面梁の下方を通るすべり線が観測さ

れた 4)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これは背面梁によって下方への土被圧の伝達が阻害さ

れたためであると考えられるが，実際の背面梁付き擁壁

では，背面梁中間部の土被圧による影響も考えられるた

め，以下のような補足実験を行った。 
補足試験：やわらかな補強材を有する擁壁の地震時主働

崩壊形状観察試験 
1）試験方法 図 2 に示す擁壁試験体の背面梁の代わりに，

柔軟性を有するプラスチックネット（網径 2 mm）を装着

し，ある程度の土被圧が伝達されるようにした擁壁に対

して，ステージ傾斜角θ＝0，11.3°（水平震度 Kh＝0，

0.2）として擁壁を平行移動し，地盤の崩壊形状を観察し

た。ただし，擁壁試験体，アルミ棒積層体，ステージな

どの詳細は文献 4 を参照されたい。 
2）試験結果 いずれの試験体も，すべり線は擁壁下端か

ら発生し，補強材の端部を通って，右方上方の地表面に

到達した（図 4）。これは，補強材上方の地盤による土被

り圧が，背面ネットの下方に伝達し，地盤の緩みを低減

したためであると考えられ，実際の背面梁付き擁壁の背

面梁部分においても，これに準じたすべり線が発生する

ことが推測される。 
 
 
 
 
 
 
 
3. 背面梁中間部の地震時主働崩壊形状観察実験 
1) 試験方法 写真 1 および図 5 に示すような，背面梁中

間部を模した擁壁試験体に対して，地震時の主働崩壊形

状観察実験を実施した。試験パラメータは，背面梁位置

Hb と背面梁長さ（つなぎ梁位置）L，および水平想定震

度 Khである。表 1 に試験パラメータを示す。 
2) 試験結果および考察 図 6～9 に擁壁変位 10 mm 時に

観測された地盤崩壊形状（すべり線形状）を示す。 
梁長の小さい M-1～M-4（図 6，L=200 mm）では，水

平震度 Kh＝0，0.1 までは，背面つなぎ梁部で折曲するす

べり線が観測されたが，Kh＝0.2，0.3 ではつなぎ梁部の

外側を通る直線のすべり線となった。梁長が大きくなる

と，水平震度が大きい場合でも，つなぎ梁位置で屈曲す

るようになり，梁長の大きい M-9～M-12（図 8，L=300 
mm）では，すべての試験でつなぎ梁位置を通過し，そこ

で屈曲するすべり線形状となった。 
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図 1 背面梁付き擁壁 
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図 2 模型擁壁試験体 
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図 3 すべり線形状

（Kh＝0.2 時） 

写真 1 擁壁試験体 図 5 擁壁試験体（梁中間部） 
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図 4 補足試験のすべり線形状（擁壁変位 10mm 時） 
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また，梁位置の高い M-13～M-16（図 9）では，Kh=0.1
以上でつなぎ梁の外側を通る直線状のすべり線となった。 
4. おわりに 
背面梁を有する擁壁の地震時の地盤崩壊形状は，背面

梁部・梁中間部ともに梁長さ（つなぎ梁位置）による影

響を受ける。また，背面梁中間部では，同一震度でも梁

長さの大きなものほど大きな崩壊形状を呈し，つなぎ梁

位置で屈曲するすべり線形状となることが確認された。 
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表 1 試験パラメータ 

試験No
高さ

H(mm)

梁位置高さ

Ｈb（ｍｍ）
梁長さ  L
（ｍｍ）

水平想定

震度Kh

傾斜角θ
(deg)

M-1 0.0 0.0

M-2 0.1 5.7

M-3 0.2 11.3

M-4 0.3 16.3

M-5 0.0 0.0

M-6 0.1 5.7

M-7 0.2 11.3

M-8 0.3 16.3

M-9 0.0 0.0

M-10 0.1 5.7

M-11 0.2 11.3

M-12 0.3 16.3

M-13 0.0 0.0

M-14 0.1 5.7

M-15 0.2 11.3

M-16 0.3 16.3
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図 8 地盤の崩壊形状図（梁長さＬ＝400 梁高さ Hb=200ｍｍ） 
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図 7 地盤の崩壊形状図梁（長さＬ＝300 梁高さ Hb=200ｍｍ） 
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図 9 地盤の崩壊形状図（梁長さＬ＝200 梁高さ Hb=300mm） 
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図 6 地盤の崩壊形状図（梁長さＬ＝200 梁高さ Hb＝200ｍｍ） 
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